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編集後記
●本編集後記は2021年の年末に書いております．緊急
事態宣言なども解除され，日常を取り戻しつつあるの
かもしれませんが，忘年会などは以前のようには行わ
れていないといった報道もあり，やはり新型コロナウ
イルスによる意識・行動変容は確かにあるようです．
●今号のデータ解析コンペティション特集では，大規
模アンケートデータによる消費者行動に関する論文掲
載と寄稿をいただきました．一部のアンケートはコロ
ナ禍以降行われたものであり，コロナ騒動以降の生活
者意識や行動の変化の一端がわかるデータでした．オ
ンライン講義やミーティング，EC，映像コンテンツ，
食事の宅配サービス，学会開催など，これまで以上に
自宅からインターネットを用いてやり取りをする機会

が増えたことは，皆さんも実感されているかと思いま
す．寒い中で移動することなくいろいろなことができ
る利便性の一方で，長時間のオンライン利用や人との
交流がなくなったことでのさまざまな問題も出てきて
いるのではないかと思います．空間を共有しないとい
ろいろと伝わらない，もしくは実感できないものも多
くあるのかなと思ったりもします．
●今後もメタバースなど，新たな情報通信技術がわれ
われの生活で当たり前になる時代がすぐにも来るかも
しれません．しかし，ちょっと大変でも出かけて行っ
て現場でいろいろと経験するといったリアルの社会的
接触のありがたさも身に沁みている今日この頃です．
 （生田目崇）
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